
 

 

 

- 1 - 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 

１ 平成 31 年度木産協第 1 回役員会開催!!  

 4 月 24 日平成最後の木産協役員会が理事等 18 名の

出席でメトロポリタン山形にて盛大に開催された。最

初に阿部昭理事長が２期４年の任期の間ご支援いた

だいた会員に感謝を述べるとともに、今回で一身上の

都合により理事長の職を辞したい旨の発言があった。

実は前回の三役会あたりから勇退の意思を示してお

り、皆で慰留に努めましたが、その意思は固く後進に

令和の木産協を託したいとのことでした。 

役員会第 1 号議案では、令和元年度通常総会の日程と場所が提案され、令和元年 5 月 24

日（金）15：00～ホテルメトロポリタン山形で開催することが承認された。第 2号議案では、

通常総会提出議案について協議され、収支決算書の剰余金の詳細（オリパラ新規事業）につ

いて補足資料を追加し総会で説明をするという条件付きで承認された。第 3号議案では、政

治連盟通常総会提出議案について、原案どおり承認された。第 4号議案では、2年に 1回の

役員改選について、現段階での支部推薦役員等の説明があり、未定の支部等に確認をしてい

くこととした。なお、役員改選については総会時に立候補と選挙が原則で、総会参加者の同

意があれば指名推薦方式をとることができる定款の説明も行った。その他、令和元年度事務

所執行体制及び業務分担についても承認された。最後に、今年度新規事業の「外構部の木質

化対策支援事業」（後述）の説明をして、第２部の懇談会に移行した。  

２ 木産協素材生産部会総会・祝賀会開催!! 

 4 月 15 日（月）素材部会員等 16 名の出席で山形市「浜なす分店」にて、平成 31 年度山

形県木材産業協同組合素材生産部会総会と山形県川村造林記念林業賞を受賞した遠田勝一

氏の祝賀会が開催された。総会では、初めに遠田部会

長が挨拶し、当素材生産部会を立ち上げ一年が経過し、

一定の成果が得られたことから勇退を発表した。その

後、平成 30 年度実績報告、平成 31 年度事業計画等が

原案どおり承認された。役員改選では、新素材生産部

会長に佐藤久一氏（安楽城林産㈱）が選出され、会員数

の増加や地域バランス等踏まえ、下記のとおり承認さ

れた。その後、遠田勝一前部会長の県林業賞の受賞記

念祝賀会がスタートした。 

部会長 佐藤久一、副部会長 小関一也・海藤藤雄、理事 伊藤信一・阿部秀辰・遠田勝久 

監査 下山邦彦・佐藤五郎、顧問 遠田勝一・木産協理事長、事務局長 鈴木健治 
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1. 平成 31 年度木産協役員会開催!! 

山 形 県 木 材 産 業 協 同 組 合 

〒990-2473 山形市松栄 1-5-41 

TEL.023-666-4800 FAX.023-646-8699 

URL:http://www.mokusankyo.jp 

E-mail:yamawood@mokusankyo.com 

4. JAS 構造材利用拡大事業継続!!  

5. 森林を活かす木造化推進協設立!! 

 

2.  素材生産部会総会開催!! 

 3.  外構部木質化対策支援事業開始!! 

目 

次 

6. 木づかい運動継続（保育園等）!!  

県原木流通対策協議会がスタート 
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３ 外構部の木質化対策支援事業（木塀等）受付始まる!! 
平成 31年 4月 24日（水）から、全国木材協同組合連合会による林野庁新規事業「外構

部の木質化対策支援事業」予算額約 15 億円がスタートした。木塀・木柵等の設置に 3 万

円/ｍ（最大 500万円）、木製デッキや門扉等の設置に 30万円/㎥（最大 1,000万円）を補

助するもの。申請手続き等詳細については「JAS 構造材利用拡大事業」のホームページで

公開しています。概要について説明すると、補助の要件は木塀等で１ｍ当たり 0.02 ㎥以

上、1施設で 0.05㎥以上の合法木材（木産協会員工場）を利用すること、その他の外構部

材については１施設につき 0.2㎥以上の合法木材を利用する事。また、地際又は基礎に接

する部分の木材は、薬剤の塗布などで JAS規格の性能区分Ｋ４またはＡＱ認証１種相当の

処理を施したものとなっている。その他の木材も JAS規格の性能区分Ｋ３以上またはＡＱ

認証２種相当以上の処理をしたものを使用することなどが挙げられている。要確認！ 

補助申請は対象施設が山形県であれば木産協を経由して全国木材協同組合連合会に提

出する。申請は 4 月～10 月末まで受付し、12 月末まで施工及び補助金交付申請を終了す

ること。問い合わせはホームページにある全国木材協同組合連合会で受け付ける。 

 ※資料提供 県農林水産部森林ノミクス推進課木材産業振興班 

４ JAS 構造材利用拡大事業継続（内容充実） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

※ＪＡＳ構造材利用拡大事業ホームページを参照してください。 
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５ 森林を活かす都市の木造化推進協議会設立!! 

 4月 19日（金）自由民主党の国会議員による「森林を活かす都市の木造化推進議員連盟」

結成を受け、代表（一社）日本林業協会会長前田直登、（一社）全国木材組合連合会会長鈴

木和雄、全国森林組合連合会会長村松二郎、（一社）日本木造耐火建築協会会長木村一義ら

が発起人となり、「森林を活かす都市の木造化推進協議会」を立ち上げた。 

戦後、戦禍により焦土と化した街と戦中戦後の乱伐等により荒廃した森林の復興が国家的

な命題となっていた我が国においては、1950 年の衆議院「都市建築物の不燃化の促進に関

する決議」以来、木材利用の抑制と都市の不燃化を目指して、都市建築物の非木造化に向け

た施策が国を挙げて進められてきた。 

以来 60 年余が経過し、日本の緑は見事に回復し戦後造成された森林資源は今まさに利用

期を迎えており、森林を保全し活力を維持していくため、木材の抑制ではなく計画的な活用

が求められる状況となっている。そのような中、2010年には「公共建築物等における木材利

用促進に関する法律」が成立し、これまでの流れが大きく変わり始めた。法を契機に、耐火

建築部材等の技術革新や建築基準法の改正による木造建築への規制緩和等により中高層建

築物等における木材利用の可能性が大きく注目され始めてきている。 

しかしながら、都市において深く根付いてきた木材は使えないというこれまでの常識を覆

し、流れを大きく変えるまでには至っていない。こうした現状を変え、国民的課題に対応し

ていくためには、国を挙げた木造・木質化への体制を構築することが喫緊の課題となってい

ることから、同協議会を立ち上げ、同議員連盟と力を合わせた活動を行っていくこととしま

した。木産協としましても、議員連盟名簿の顧問に遠藤利明先生、事務局次長に鈴木憲和先

生等が掲載されていることから、政策要望活動等のため同協議会に参加することとした。 

６ 山形県木づかい運動（積木配布：保育園）継続決定!! 

 平成 29 年度から始まった「しあわせウッド運動」の「ウッドスタート第 2 弾」が令和元

年度から新たに県内全域の保育園を対象に県産スギ材の積み木を配布していくことが決ま

った。昨年度までは、県内の幼稚園を対象とし 2年間で 113施設に配布した。今年度は、村

山地域の保育園を対象にしていく計画ですが、施設数が多く完了まで 3～4年かかる予定だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 山形県木材産業協同組合第 45回通常総会 

令和元年 5月 24日（金）15時～ 

ホテルメトロポリタン山形 
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７ ㈱渡会電気土木 木質ペレット製造プラント竣工!! 

 ㈱渡会電気土木（武田啓之社長）4月 25日(木)鶴岡市

田代地区に東北最大規模の木質ペレット製造プラントをリ

ニューアルし竣工式を開催した。式典には関係者約 90人

が出席し、工場見学会と竣工祝賀会には約 180人が出席し

た。来賓には大沼みずほ参議院議員、鶴岡市長、県庄内総

合支庁長らが出席した。武田社長は「地域資源を活用し、

世界で戦うことのできるペレットプラントを完成させた。

地域に根差し、要望に応えられる工場として精進を続ける。」と挨拶した。 

 同プラントは 1時間当たりの製造量が従来の１ｔから３ｔにアップし、年間約４４ｔを

製造する。また、大型ロータリー式ドライヤーや袋詰めロボット、大型電動式移動ラック

を採用するなど、安全・高品質・低コスト化を図っている。同社は、地元庄内海岸の松く

い虫被害を受けたクロマツやスギ間伐材をペレットの主な原料としている。 

８ ５月以降の行事予定 

5月 9日 山形県プレカット協会総会  山形市 副理事長、専務 

5月 13日  森林を活かす都市の木造化推進協議会設立総会 東京 専務 

5月 14日 山形県森林協会総会  山形市 副理事長 

5月 14-15日 全国木材組合連合会総会等  東京 理事長 

5月 21日 再造林理事会・総会  山形市 理事長、専務 

5月 23日 林災防山形県支部協議会（総会）  山形市 専務 

5月 24日 山形県木材産業協同組合総会  山形市 理事長、他 

5月 28日 山形県ＪＡＳ製材連絡協議会総会  山形市 理事長、専務 

6月 1日 やまがた森林の感謝祭２０１９  酒田市 専務 

９ 日本百名山シリーズ紹介（阿蘇山） 

  阿蘇山は、世界最大級のカルデラ火山で 50km四方の外

輪山と阿蘇五山と呼ばれる中央丘陵帯からなる活火山で

ある。熊本空港に降りる時、外輪山の淵沿いを廻りながら

降下していきます。空港から熊本市内の反対方向（北東側）

に進むと高原に草千里という見渡す限りの牧草地が広が

ります。北海道と並ぶ緑の大地という景色である。これが、

火口地有料道路？終点駐車場から、賽の河原、中岳登山道

に入ると、景色は一変し灰色の月面を歩いているような生命体を感じられない無機質な大

地に代わってしまう。現在のこのコースは噴火警戒レベル２で近づくことができませんが、

当時はサイレンが鳴り響き登山中止の放送が流れなが

らも控えめに登山ができた。山頂（高岳：1,529ｍ）か

らの眺めは、生きてる地球を眼下に見下ろし、噴煙を見

上げ、長居は無用と急ぎ足で下山することになります。

駐車場に戻った時は、車がぽつんと 1 台だけ残ってい

ました。急いで閉鎖された有料道路を戻りました。本日

全面通行止めのバリケードを移動して無事国道に帰る

ことができました。現在も火山事情で登山規制がある

山は、他に浅間山、御岳山、雲仙岳、十勝岳等です。 
賽の河原 
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10 県からのお知らせ

 

http://sansai-kinoko.nmai.org/news/documents/news_20190425_01_01.pdf


 

 

 

- 6 - 

令和元年 5月 1日 暮 ら し に 生 か そ う 木 の 良 さ を 5 月号 (第 46巻 2号)     6 

11 ３月期の住宅着工状況 
 平成 31 年 3 月期の県内新設住宅着工戸数は 514 戸となり、対前月比 135.3％、対前年同月比 96.1％、前年累計比は 87.8％となった。
地域別では天童市・東根市・新庄市・鶴岡市・酒田市が伸びている。今月は、利用関係別等で持家が 1割増、貸家が 4割減となった。 

 

 

 


